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ガンマカメラの仕組みは、提唱者の名前から Anger

型と呼ばれています。心筋 SPECT ではパラレルホー

ルコリメータを通過したガンマ線がシンチレータ NaI

（Tl）に入射し、そこで相互作用により発生した閃光

が光電子増倍管等で増幅され信号系統等を経て画像化

されます。

GE Healthcare 社からリリースされた心臓専用半

導体検出器 SPECT 装置 Discovery NM 530c（以下、

DNM530c；図 1）1）は、ガンマ線の検出に用いられて

いるシンチレータ NaI（Tl）に代わり、半導体のテル

ル化亜鉛カドミウム（cadmium−zinc−telluride；以下、

CZT）が採用されています。

CZT 検出器（モジュール）の特徴ですが、大きさ

は 40 × 40 × 10mm で、このモジュールに CZT が１

投影方向あたり４個１組で用いられています。5.0mm

厚 1 枚で 9.5mm 厚の NaI（Tl）とほぼ同じ検出効

率が得られます。テクネチウムの場合、γ線 1 個で

Anger 型検出器の NaI（Tl）と光電子増倍管組み合わ

せによる電子数は約 700 個得られるのに対し、半導体

1 モジュールでは約 33,000 個の電子に直接変換されま

す。

Anger 型 ガ ン マ カ メ ラ で は、 心 電 図 同 期 心 筋

SPECT の撮像時間に 15 ～ 20 分を要しますが、この

装置では上記の半導体の特徴に加え、検出器および画

像再構成法も以下のように異なるため、5 分程度で画

質の精度が確保2）できます。

①  19 個のマルチピンホールコリメータで同時に撮

像するためカメラが回転する時間が不要になった

②  3D Volume 収集により少ない（19 個）投影デー

タ数で再構成に必要な情報が得られる

③ ピンホール（集束）コリメータは、Volume デー

タのみならず感度を補う

検出器には、マルチピンホールコリメータが備えら
図１　�Discovery�NM�530c の外観

図２　Discovery�NM�530c のマルチピンホールコリメータと 19方向の投影データ
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れ、RAO45°から LPO45°までの範囲で心臓を上方か

ら眺める角度に 5 個、中央に 9 個、下方から眺める角

度に 5 個の計 19 個が配列されます。図 2左では 21 個

のピンホール孔がみられますが、用いられているのは

数字を付した 19 個です。投影データは、検出器が移

動することなく 19 方向から得ることができ（図 2右）、

画像はこのデータによる逐次近似法の 3−D iterative 

Bayesian reconstruction algorithm により偏長楕円体

に収束する Alcyone technology により再構成されま

す。

これらの特徴以外にも本装置には、一度収集した投

影データをいろいろな条件に変更して再編成できるリ

スター機能が搭載されています。例えば 10 分間撮像

した心電図同期心筋 SPECT（QGS）の 20 症例（男性

17 名、女性 3 名、年齢 66.2 ± 9.7 歳）について、リスター

機能により 1、3、5、7、10 分間のデータを抽出後、

それぞれを再構成し Ejection Fraction（EF）を比較

しました（図 3）。これにより収集時間を変更した再

現性の比較ができ、結果は 5 分以降で安定しかつ有

意差のないことが判りました 3）。なお、これらの症例

は DNM530c 収集直後に、Anger 型装置 Infinia で 20

分間 QGS を収集し EF を比較しましたが、DNM530c

の 5 分以降でほぼ同じ値でした3）。

症例（図 4）は、99mTc−tetorofosmin による QGS の

結果画面で、中隔、下壁に固定性欠損および高度集積

低下が疑われます。DNM530c で 10 分間収集し、直

後に Infinia で 20 分間収集も行いました。DNM530c

の投影データは収集後にリスター機能で 1、5、10 分

図３　99mTc-tetrofosmin による撮像時間別EFの比較

図４　99mTc-tetrofosminによる撮像時間別のQGS結果画面
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間画像を作成しました。1 分間収集した SPECT 像の

画質は劣化し EF も異なっていますが、5 分間以降は

安定していました。

他の核種の 201TlCl についてもこの装置は非常に有

効と考えられます。これは半導体検出器の特徴である

高いエネルギー分解能と半導体の厚さ 5.0mm に起因

するエネルギー特性において、99mTc を 100％とした

場合、201Tl が 124％、123I が 37％（いずれもウィンド

幅± 1.0％における測定）と 201Tl が最も高い効率を示

しています。図 5は、同じ線源強度による 3 核種の

スペクトラム（コリメータの影響を除く）で、投与量

が少ない 201TlCl でもエネルギー特性が優れることか

ら安定した QGS の結果をもたらすことが予想されま

す。症例（図 6）は、201TlCl による QGS の結果画面で、

心尖部から下壁の集積低下について、5 分程度で良好

に再現されています。

本装置は、感度が著しく向上していることから、極

めて短い時間間隔の Dynamic SPECT も可能になり、

今後、心筋血流量の絶対値測定が期待されます。
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図５　�99mTc、123I および 201Tl による 3 核種同時収集のス
ペクトラム

図６　201TlCl による撮像時間別のQGS結果画面
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